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帯状疱疹の患者数は増えている

出典：「宮崎スタディ」帯状疱疹発症数と

発症率の年次推移、1997～2017年
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【帯状疱疹ワクチン助成自治体一覧】

（全国保険医団体連合会ＨＰ）

・２次元コード→

「帯状疱疹ワクチン接種費用

助成自治体一覧」で検索

25年度から「定期接種」化に

昨年12月、厚生労働省は帯状疱疹ワクチンの接種費

用を公費で補助する「定期接種」にした。

2025年４月からの定期接種は、原則として65歳が対

象。ただし免疫機能障害がある60歳から64歳の人も接

種対象に含まれる。29年度までの５年間は経過措置期

間が設定され、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、

100歳の人にも接種する機会が提供される。

希望者が各自で受ける「任意接種」は、これまでど

おり50歳以上が対象（リスクが高い人は18歳以上）。

帯状疱疹の生ワクチンと不活化ワクチンは、国立感

染症研究所の分析結果でどちらも有効性や安全性が確

認されている。
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女 性 ニ ュ ー ス
2025．1．25

企画展「普選」と「婦選」－選挙権の

拡大とその歴史 ２月24日（月祝）ま

で／国立公文書館（地下鉄竹橋駅徒歩

５分）／平塚らいてうら新婦人協会の

請願に対する閣議の文書も展示

らいてう講座「国際基準のジェンダー

施策へ CEDAWの勧告をどう生かすか」

２月１日（土）13:30～15:30／全労連会

館（JR御茶ノ水駅徒歩８分）講師：柴

田真佐子日本婦人団体連合会副会長／

1000円／申込・問合せFAX03（3818）

8626または raichou@nifty.com

通常国会24日召集

与野党が通常国会１月24日召集で合

意した。同日、新年度予算案を提出し

石破首相の施政方針演説を予定。予算

案には過去最大の軍事費8．7兆円が盛

り込まれ、切実な暮らしの要求、選択

的夫婦別姓導入、裏金解明など、衆院

与党少数のもとで徹底審議が求められ

る。会期は６月22日まで、会期延長が

なければ参院選は７月20日。

阪神・淡路大震災30年

17日、6434人の犠牲者、家屋全半壊

滅47万世帯の大被害となった阪神淡路

大震災から30年。地震大国の対策強化

が国民的課題となっている。

各界と新年交歓会

15日の各界女性新年交歓会（市川房

枝記念会女性と政治センター主催、写

真）に新婦人も参加し、金権政治を許

さず人権尊重へ女性運動飛躍の年にと

交流。全労連・国民春闘共闘委員会の

新春旗開き（８日）、農民運動全国連

合会第26回定期大会（16日）で米山会

長が挨拶、各界と共同強化へ。

子ども医療費助成は国で

「18歳まで」かそれ以上を対象に医

療費を助成している自治体数は、2024

年度で通院1455（84％）、入院1505（8

6％）と、いずれも８割を突破した（こ

ども家庭庁）。国の制度化が急務。

賃金差別・ハラスメント

厚労省が、女性活躍と職場のハラス

メント防止強化の建議をまとめたが、

「ハラスメントの禁止」「被害者支援

・救済」などが明記されておらず、批

判の声があがっている。女性活躍推進

法（2026年３月まで）の延長では、男

女賃金格差は「情報公表の拡大」どま

りで格差の解消や国の責任には言及が

ない。ハラスメント禁止の明記は国会

付帯決議でも指摘されていたが検討も

されず、ジェンダー法学会は10日、法

律による禁止などを国に求めた。

ガザ停戦合意

停戦を求める国際世論の高まりのな

か、15日、イスラエルとイスラム組織

ハマスがパレスチナ自治区ガザでの停

戦と段階的な人質解放に合意。第一段

階は19日から６週間。完全履行し、恒

久停戦へとすすむことが求められる。

韓国大統領拘束

韓国の高官犯罪合同捜査本部は15

日、非常戒厳を宣布した尹錫悦
ユン・ソンニョル

大統

領を内乱と職権乱用の容疑で拘束し

た。現職大統領で韓国史上初めて。16

日には憲法裁判所で尹氏罷免を問う弾

劾審判の本格的審理が開始された。

世界気温が史上最高更新

国連世界気象機関（WMO）は10日、2024

年の世界の平均気温が観測史上最高を

更新、産業革命前から1．55度上回った

と発表した。抜本対策が急がれる。
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